
 

 

  

 

 

 

学校経営から学ぶ 
本校の素晴らしい点は、学校の教育目標達成のため、学校として育

成を目指す資質・能力である「課題設定力・自己評価力」を意識して、

組織的に取り組まれていることです。特に、各主任は育成を目指す資

質・能力を意識した提案、実践を行っています。 

とりわけ本校の課題であった体力向上については、体育主任を中心

に若手の教師と共に「サーキットトレーニング」の実践を行い、さら

に、５年生国語科の「学校生活の中から議題を決める」においては、体

力向上に関する全校遊びへの取組について議論し、国語科で学んだこ

とをもとに全校集会で提案を行いました。また、児童会の保健委員会

が行う「保健集会」においても、「自分で課題を見つけて自ら学ぶ」点

について振り返りを行う等、育成を目指す資質・能力をもとにしたカリ

キュラム・マネジメントが学校をあげて行われています。 

なお、訪問させて頂いた際、管理職からの説明も焦点化されており、

短時間であってもとても内容の濃い充実した協議が行われました。今

後は、地域と共にある学校についての実践も考えられており、本校の取

組に目が離せません。 

授業から学ぶ 

本校のすべての授業を参観して驚いたこと

は、「課題」を子ども達が自ら考え設定してい

ることです。個人の考えをつないだり、班で

話し合ったものを取り入れるなど、それぞれ

子どもの発達段階に応じたやり方でしたが、

どの先生方も子どもに自ら課題を持

たせるための工夫は見事でした！そ

のため、どの学級の子ども達も積極的

に授業に参加し、目的をもった学び合

いも行われていました。 

今後は、自己評価力をよりつけるた

めに、指導案の「振り返り」の記述は、

教師が願う具体的なゴールの姿を「子

どもを主語」にして、資質・能力の３

本柱の視点でより具体的に表現して

みてはいかがでしょうか。そして、教

師が考えた「振り返り」と子どもが実

際に書いたものとの違いを分析をしたり、「めあて」との連動、評価規準との整合性について協議した

りすることで、授業改善がより推進されると思いました。 
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